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との研知己要は，相互に独立性をもち'ti:ib;ら，しかも密接なiったが，りをもヴ吟の三つの‘
研究からなっている.
第一部の「児童生徒の生活における意識と実践Jの研究は，全国教育研究所連想の共再
研究のー震として昨年F行なった道徳的価値観調査を発展させたものである。道徳的価値
観調達の結果についてi;t，すでに研究紀要第23集「児蛍生徒・父母 ・教師の道徳的価
値観JC昭和34年7月2として発表したが，そこで残された研究課題jま，意識と笑践の
ずれの婆図を明らかにしなければならないという乙とであった。第一部の研究は，との
課題にせまろうとしたものである。先生Jの教えるEしい!ζと，貌の言うもっともなととが
どヴしてまもれ念いのだろうか.あるいはまた，:;f:どもたち自身こうするととがよいと知
り怠p1ら，どうしでそれが実行できないのだろうか。さらに意識と実践のずれiあ 人ー間形
成のうえにちの，ような意味をもっているのであろうか。第一部では，主としち亡とうした問
題を考察しようとした。
F二部の「児童主主衡の生き方と生活理想」の研究は，第→部の発展として出てきたもの ・
であれさらに第三部へと発展していくものである。意識と実践のずれの要因ぞそれがもー
っ意味は.具体的には児童生徒ひとりひとりの個性的な生いたち平壌遮，生きブ5ぞ生活E呈
懇などによって規定されているにちがいないというのヵE恥乙の研究の基本的な仮説であ
る.た&え1[，スポーツに身を打ちこんでいる子どもと大学進学をめざして勉強している
子fもを同列において・たとえば学習をめ、ぐる意識と実践のずれの要因ヤそれがもっ意味
の問題を同一に論ずるととができるであろうか.第二部では，主とLてとうした問題を児
愛生徒砂とりひiとりの個性的な生き方と生活理想、I:RPして考察しようとした.
、h
第三部の「中学校卒業後の青年の生き方Jの研究は，直接的には全国教育研究所連盟の
共同研究である 「勤労青年の生活意識の形成過程に関する研究Jの一環をなすものであ
る.とこでは.中学校を卒業してから今日にいたるまで，青年たちはどのような生き方を
してきたか，現窓どのような生き方をしているか，さらに今後どのように人生を生きてい
ζ うとしているかを追究する.彼らは.多多い未成年期にすでに職業生活lこはいり.おと
なと同じ生活と労働をとおして，学校で教えられたものの見方や考え方，行動のしかたぞ
生き方ではどうにもならない・現安の椅勉に碕商しているにちがいない.現実の生活・はもろ
もろの矛盾をはらんでいる.理想と現実の相胞がある.ζのような状況の中で，彼らは何
.4こ張り合いを感じ，何にと主きがいを求め，いかにして自己をおとなにまで成長させようと
しているのであろうか.第三部では，主としてζ うした点を明らかにしようとした.
さいどに，乙の研究にど協力くださった関係各伎に心からあ干しを申しあげなければなら
冷い.乙ρ研究は，おもに個人面按法を中心に進めていかなければならなかった関係上.
議接.面援に応じてくださった小・中・高等学校の児Z往生徒j与よび勤労青年の諸君はもと
より，学校の先生がた苧会社の幹部のかたがたの理解あるど協力がなければ，とうてい涜
‘期の目的を達成する乙とができなかったものであるが，今回ζとに研究紀要第25集とし
て刊行する運びにいたったζとは，ひとえにとれら関係各位の深いど潔解と絶大など協力
による志のであり，衷心より厚く1atLを申しあげるしだいである.
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